
 

「教育課程企画特別部会 論点整理」をもとに文部科学省初等中等教育局教科書課作成 

教育課程企画特別部会 論点整理（抜粋） 

２．新しい学習指導要領等が目指す姿 

（２）育成すべき資質・能力について 

②特にこれからの時代に求められる資質・能力 

（変化の中に生きる社会的存在として） 

（前略） 
○ また、我が国が、科学技術・学術研究の先進国として、将来にわたり存在感を発揮す

るとともに成果を広く共有していくためには、子供たちが、卓越した研究や技術革新、

技術経営などを担うキャリアに関心を持つことができるよう、理数科目等に関する学習

への関心を高め、裾野を広げていくことも重要である。また、ＩＣＴの急速な進展など

により、高度な技術がますます身近となる社会の中で、そうした技術を理解し使いこな

す科学的素養を全ての子供たちに育んでいくことも重要となる。 
 

４．学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策 

（２）学習指導要領等の理念の実現に向けて必要な支援方策等 

（環境の整備） 

（前略） 

○ 上述のような教員の研修機会を確保するとともに、次期学習指導要領等を踏まえた

「カリキュラム・マネジメント」の実現や、「アクティブ・ラーニング」の視点に立っ

た学びを推進するための少人数によるきめ細かな指導の充実など、新たな学習・指導方

法等に対応するため、必要な教職員定数の拡充を図ることが求められる。ＩＣＴも含め

た必要なインフラ環境の整備を図ることも重要である。 
（中略） 

○ さらに、教科書を含めて必要な教材や情報機器についても、２．（３）②ⅰ）〜ⅲ）

に示した視点を踏まえて改善を図り、新たな学びや多様な学習ニーズに対応したものと

していく必要がある 37。 

  
※２．（３）②ⅰ）〜ⅲ）に示した視点 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現できているかどうか。 

新しい知識や技能を習得したり、それを実際に活用して、問題解決に向けた探究活動を行ったりする中で、資質・能力の三つ

の柱に示す力が総合的に活用・発揮される場面が設定されることが重要である。教員はこのプロセスの中で、教える場面と、子

供たちに思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し関連させながら指導していくことが求められる。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現できているかどうか。 

身に付けた知識や技能を定着させるとともに、物事の多面的で深い理解に至るためには、多様な表現を通じて、教師と子供や、

子供同士が対話し、それによって思考を広げ深めていくことが求められる。こうした観点から、前回改訂における各教科等を貫

く改善の視点である言語活動の充実も、引き続き重要である。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学びの過程が実現できて

いるかどうか。 

子供自身が興味を持って積極的に取り組むとともに、学習活動を自ら振り返り意味付けたり、獲得された知識・技能や育成さ

れた資質・能力を自覚したり、共有したりすることが重要である。子供の学びに向かう力を刺激するためには、実社会や実生活

に関わる主題に関する学習を積極的に取り入れていくことや、前回改訂で重視された体験活動の充実を図り、その成果を振り返

って次の学びにつなげていくことなども引き続き重要である。 

                                            
37
教科書の図版や写真を、動画や音声などのデジタル教材と関連付ける「拡張現実（Augmented Reality:ＡＲ）」技術

等の活用も、学習者の理解の向上に効果があるものと考えられる。 
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